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どんな研究 めざす未来 どこが凄い 
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国際電話会議に非母語で参加するこ

とは大変困難です。対面会議では問

題なく発言できても、電話会議にな

ると理解や発言頻度が低下してしま

いがちです。本研究では、電話会議

中に非母語者が過負荷な状態に陥っ

ていることに注目し、負荷を軽減す

るための支援方法を考案しました。 

母語が同じ話者同士の対話に対して、

通信遅延がいかに問題であるかを示

す研究は多数存在し、これまで通信

遅延は除去するべきものとして扱わ

れてきました。これに対して、本研

究では、やり方によっては、僅かな

遅延が非母語者にかえって有益にな

り得ることを示しました。 

非母語者でも大きな負担なくリアル

タイムの多人数会議に参加すること

ができるようになります。これに

よって、母語者と非母語者が対等に

意思決定プロセスに加わることがで

きる社会の実現に貢献します。 
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動機 

リアルタイム電話会議への影響 

0

2

4

0-20 20-40 40-60 60-80 80-100

Face-to-face
Audio conf.

・ 非母語者が会議内容を把握できた度合 ・ 非母語者が言いたいことを発話できた度合 

録音済みの会議に対する理解度が向上 

Gap Length 0 sec 0.2 
sec 

0.4 
sec 

Average rate of 
spontaneous speech 

0.76 0.81 0.69 

Speaking effort 
(5pt Likert scale: higher is better) 

3.1 3.4 2.3 

Comprehension effort 
(5pt Likert scale: higher is better) 

4.1 4.1 3.5 

Frustration 
(5pt Likert scale: lower is better) 

2.9 2.7 3.1 

・ 非母語者への影響 Gap Length 0 sec 0.2 
sec 

0.4 
sec 

Speaking effort 
(5pt Likert scale: higher is better) 

4.2 4.2 4.0 

Comprehension effort 
(5pt Likert scale: higher is better) 

4.4 4.5 4.3 

Frustration 
(5pt Likert scale: lower is better) 

1.7 1.8 2.1 

Percentage of conversations 
initiated simultaneously 

22% 33% 41% 

Frequency of speaker switches 
(# of speaker switches per min.) 

7.8 7.3 6.6 

・ 母語者への影響 

提案手法 

＜ ＜ 

＞ ＞ 

録音済みの音声会議に無音区間を挿入した場合、非母語者の会話に対する理解度が有意に増加する。リアルタイムの電話会
議では、無音区間の挿入によって非母語者に一定のメリットを生むものの、会話に不自然さが生じるといった負の効果も生じる。 

(%) (%) 

理解度を表すスコア（客観尺度） 理解の平易さ（主観尺度） 

日本を代表する研究者の7割が、英語の電話会議で言いたいことの半分も発言できないと感じている。 

母語者間の話者交代時に 
微小な無音区間を挿入する 
ことによって、非母語者の 
不足しがちなリソースを補う。 

  

非母語者 

母語者 
非母語者 
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国際電話会議への参加を楽にする方法 
～0.2～0.4秒の通信遅延が非母語者に及ぼす影響～ 

0.2 秒または0.4 秒の 
無音区間(gap)を挿入 


